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⒅

　
　
　
　
　
《
種
々
な
市
》

◇
市
と
屯み

や
け倉

（
承
前
）

　

前
号
で
は
「
日
本
書
紀
」
巻
第
十
八
（
安
閑
天

皇
元
年
の
項
）
に
記
さ
れ
た
屯
倉
の
起
原
に
つ
い

て
の
記
事
の
途
中
ま
で
を
紹
介
し
て
紙
幅
が
つ
き

た
た
め
、
こ
の
項
は
そ
の
続
と
す
る
。

　

安
閑
天
皇
の
四
人
の
后
（
後
出
の
注
で
は
妃
の

文
字
を
当
て
て
い
る
）
は
何
れ
の
后
か
ら
も
子
供

が
生
ま
れ
ず
、
四
人
の
后
は
重
臣
の
大
伴
大
連
金

村
に
「
自
分
達
の
存
在
を
記
念
す
る
も
の
が
何
も

な
い
こ
と
を
嘆
き
訴
え
た
」。金
村
は
そ
れ
に
答
え

て
そ
れ
ぞ
れ
の
后
に
屯み
や
け倉

を
与
え
る
こ
と
を
天
皇

に
進
言
し
て
実
施
し
た
。
以
下
、
今
号
の
屯
倉
の

所
在
地
の
一
覧
が
続
く
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
日
本
古
典
文
学
大
系
「
日
本
書
紀
」
の

編
者
の
こ
の
部
分
の
注
で
は
「
何
か
記
念
す
る
物

を
残
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
名
を
後
代
に
残

す
。
い
わ
ゆ
る
名
代
・
子
代
の
説
明
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
記
事
で
は
妃
の
為
に
屯
倉
を
立
て
る
こ
と
が

何
故
天
皇
の
名
を
伝
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま

た
次
の
三
つ
の
屯み
や
け倉

が
天
皇
や
妃
の
名
と
ど
う
い

う
関
係
が
あ
る
の
か
が
説
明
が
つ
か
な
い
。
要
は

妃
の
経
済
的
基
礎
と
し
て
以
下
の
屯
倉
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
勅
文
や
金
村
の
奏
は
、
説
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明
の
た
め
の
造
作
で
あ
ろ
う
」（
同
書

下 

五
一
頁
・
注
二
一
）
と
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
経

過
で
四
人
の
皇
后
・
妃
用
の
屯
倉
が
諸

国
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

が
、
そ
の
文
脈
を
遡
れ
ば
す
で
に
《
一

定
収
量
》
が
得
ら
れ
る
「
公
の
水
田
」

が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
後
代
の
「
封

建
制
度
」
の
「
封
」
に
相
当
す
る
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
察
で
き
る
。

　

ま
た
こ
の
屯み
や
け倉

は
文
字
通
り
の
倉
で

あ
っ
て
米
の
収
穫
の
保
存
と
と
も
に
豊

凶
時
の
米
の
需
給
調
節
の
た
め
の
施
設

で
も
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
わ

ざ
わ
ざ
こ
こ
で
「
市
と
屯
倉
」
と
見
出

し
を
し
た
の
は
、
こ
の
時
代
あ
た
り
か

ら
屯み
や
け倉

は
か
な
り
「
市
」
の
施
設
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
《
提
案
》
的
な
意
味
を
持

つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
「
書
紀
」
の
記
述
に
戻
る
と
、
金
村
は

「
国
ご
と
の
屯み
や
け倉
と
田た

部べ（
屯
倉
の
田
を

耕
筰
す
る
農
民
）
を
后
・
妃
に
給
賜
」

し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
そ
の
項
に
続
い
て
ヤ
マ
ト
の
東

端
に
あ
る
武
蔵
国
の
国
造
ク
ラ
ス
の
内

紛
に
絡
ん
で
「
横よ
こ

淳ぬ

（
埼
玉
県
比
企
郡

吉
見
辺
か
）・
橘た
ち

花ば
な

（
川
崎
市
住
吉
辺

か
）・
多お
ほ

氷ひ

（
武
蔵
国
久
良
岐
郡
辺
か
、

多
摩
郡
説
も
あ
る
）・
倉く
ら

樔す

（
武
蔵
国
久

良
岐
郡
、
横
浜
市
辺
説
も
あ
る
）
の
四

箇
所
」に
屯
倉
を
置
い
た
記
事
も
あ
る
。

　

そ
の
翌
年
（
安
閑
天
皇
二
年
五
月
）

に
は
、
次
の
よ
う
な
九
州
北
部
地
方
と

中
国
地
方
を
中
心
に
し
た
屯み
や
け倉

の
設
置

が
記
録
さ
れ
る
。

　
「
筑
紫
の
穂ほ

波な
み
の

屯み
や
け倉

（
福
岡
県
穂
波

町
）・
鎌
か
ま
の

屯
倉
（
福
岡
県
嘉
穂
郡
）、
豊と
よ

国く
に

の
み

碕さ
き
の

屯
倉
（
北
九
州
市
門
司
）・

桑く
わ

原は
ら

屯
倉
（
福
岡
県
築
上
町
）・
肝か

等と

屯

倉
（
福
岡
県
苅
田
町
）・
大お
ほ

抜ぬ
く

屯
倉
（
北

九
州
市
小
倉
）・
我あ

鹿か
の

屯
倉
（
福
岡
県
田

川
郡
赤
村
）、
火ひ
の

国く
に

の
春か
す
が日
部へ
の

屯
倉
（
熊

本
市
国
府
付
近
）。播
磨
国
の
越こ
し

部べ
の

屯
倉

（
兵
庫
県
新
宮
町
）・
牛う
し

鹿か
の

屯
倉
（
兵
庫

県
姫
路
市
市
之
郷
か
）、
備
き
び
の
み
ち
の
し
り
の

後
国く
に

の

後し
つ

城き
の

屯
倉
（
岡
山
県
伊
原
市
か
）・
多た

禰ね
の

屯
倉
（
岡
山
県
後
月
郡
か
）・
来く
く
つ
の履

屯
倉

（
広
島
県
賀
茂
郡
西
条
町
辺
か
）・
葉は

稚
わ
か
の

屯
倉
（
井
原
市
大
江
か
）・
河か
わ

音と
の

屯
倉

（
井
原
市
東
江
原
・
西
江
原
か
）、
婀あ

娜な
の

国く
に

（
備
後
国
安
那
郡
ま
た
は
広
島
県
福

山
市
説
）
の
膽い
に
ゑ
の殖
屯
倉
（
未
詳
）・
膽い

年と
し

部べ
の

屯
倉
（
未
詳
）、
阿
波
国
の
春
日
部
屯

倉
（
徳
島
県
那
賀
郡
羽
ノ
浦
）、
紀き
の

国く
に

の

経ふ

湍せ
の

屯
倉
（
経
湍
、
此
を
ば
俯
世
と
云

ふ
・
和
歌
山
市
布
施
屋
）・
河か
は
べ
の邊

屯
倉

（
和
歌
山
市
河
辺
）、
丹た
に

波は
の

国
の
蘇そ

斯し

岐き
の

屯
倉
（
京
都
府
亀
岡
市
三
宅
）、
近
江
国

の
葦あ
し

浦う
ら
の

屯
倉（
滋
賀
県
草
津
市
葦
浦
）、

尾を

張は
り
の

国
の
間ま

敷し
き
の

屯
倉
（
愛
知
県
中
島

郡
平
和
町
）・
入い
る

鹿か
の

屯
倉
（
愛
知
県
犬
山

市
入
鹿
）、
上か
み

毛つ
け

野の

国
の
緑
み
ど
り

野の

屯
倉
（
群

馬
県
藤
岡
市
倉
屋
敷
）、
駿
河
国
の
稚わ
か

贄に
へ
の

屯
倉
（
静
岡
県
吉
原
市
）
を
置
く
」

と
あ
る
。

　

な
お
こ
の
巻
の
補
注
18「
安
閑
天
皇
・

宣
化
天
皇
」
一
三
（
58
ペ
ー
ジ
注
二
二
）

の
記
事
は
か
な
り
長
文
で
、
大
系
本
成

立
当
時
の
「
屯
倉
・
官
家
」
に
つ
い
て

の
考
察
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
そ
の
存
在

だ
け
を
記
し
て
全
文
は
省
略
し
た
。

　

そ
の
代
わ
り
に
「
安
閑
天
皇
二
年
十

二
月
十
七
日
に
崩
御
、
年
七
十
歳
。
是

の
月
に
、
天
皇
を
河か
ふ
ち内

の
旧ふ
る

市い
ち
の

高た
か

屋や

丘お
か
の

陵み
さ
さ
ぎに

葬
り
ま
つ
る
。
皇き
さ
き后

春か
す
が
の日

山や
ま

田だ
の

皇ひ
め

女み
こ

及
び
天
皇
の
妹
神か
む

前さ
き
の

皇ひ
め

女み
こ

を

以
て
、
是
の
陵
に
合
せ
葬
れ
り
」（
宮
内

庁
の
名
称
で
は
大
阪
府
羽
曳
野
市
《
古

市
築
山
》）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
も「
旧ふ
る

市い
ち
の

高た
か

屋や

丘お
か
の

陵み
さ
さ
ぎ」と
、

安
閑
天
皇
は
か
つ
て
は
「
い
ち
ば
」
だ

っ
た
場
所
に
そ
の
皇
后
と
妹
の
陪
塚
を

持
つ
形
式
で
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。

　

注　

河か
ふ
ち内

の
旧ふ
る

市い
ち

　
　
　

 

な
お
こ
の
旧ふ
る

市い
ち

＝
古ふ
る

市い
ち

は
大
阪

府
羽
曳
野
市
と
藤
井
寺
市
に
ま

た
が
る
大
古
墳
群
の
こ
と
で
、

「
古
市
古
墳
群
」と
も
よ
ば
れ
て

い
る
。
そ
の
中
の《
古
市
築
山
》

は
、
古
市
だ
っ
た
場
所
に
土
を

盛
っ
て
「
陵
」
を
築
い
た
場
所

の
意
味
と
し
て
読
む
こ
と
が
自

然
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
「
紀
」
の
記
事
と
は
年
代
は
か

な
り
隔
た
る
築
造
物
だ
が
、
平
成
22
年

の
12
月
に
飛
鳥
で
確
認
さ
れ
た
牽け
ん

牛ご
し

塚づ
か

古
墳
（
７
世
紀
後
半
の
斉
明
女
帝
と
そ

の
娘
の
間は
し

人ひ
と

皇
女
の
合
葬
墓
と
さ
れ

る
）
の
隣
に
あ
る
越こ
し

塚つ
か

御ご

門も
ん

古
墳
（
中

大
兄
皇
子
＝
天
智
天
皇
の
娘
、
大
田
皇

女
の
墓
と
推
定
さ
れ
る
）
に
も
巨
大
な

石
槨
の
合
葬
？
を
示
す
石
槨
が
発
見
さ

れ
、
多
数
の
見
学
者
が
集
ま
っ
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

こ
の
よ
う
な
天
皇
を
始
め
有
力
者
の

墓
が
合
葬
墓
の
形
で
築
造
さ
れ
る
と
い

う
葬
制
の
あ
り
方
は
、
こ
の
連
載
で
確

認
し
た
だ
け
で
も
２
～
３
世
紀
は
続
い

た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
こ

の
期
間
に
大
規
模
な
土
木
工
事
（
陵
墓

築
造
な
ど
）
の
建
設
工
事
の
現
場
に
は

古
市
＝
旧
市
だ
っ
た
場
所
が
宛
て
ら
れ

た
り
、
そ
の
付
近
に
新
し
く
「
市
」
が

作
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
大
勢
の
人
が
働
く
場
所
や
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《
集
ま
る
》場
所
に
は
そ
こ
に
集
散
す
る

人
々
の
氏
族
や
階
層
の
上
下
に
は
無
関

係
の
形
で
、
市
場
が
必
ず
成
立
し
て
い

た
こ
と
、
つ
ま
り
市
場
は
《
都
市
》
必

置
の
施
設
だ
っ
た
。

◇
中
央
区
内
の
市
場

　

話
を
一
挙
に
現
代
に
移
そ
う
。
去
年

発
行
の
こ
の
「
郷
土
室
だ
よ
り
」
一
三

六
号
（
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日

発
行
）
に
中
央
区
内
に
あ
る
「
市
場
」

を
紹
介
し
た
。
た
だ
し
最
大
の
証
券
業

（
株
式
市
場
）と
生
鮮
食
品
取
引
業
の
市

場
は
意
識
的
に
除
外
し
て
、
国
内
商
品

先さ
き

物も
の

取
引
業
の
市
場
を
中
心
に
取
り
上

げ
て
み
た
。

　

中
央
区
内
に
は
江
戸
時
代
か
ら
大

坂
・
堂
島
の
米
取
引
場
の
業
態
（
先
物

取
引
）
を
移
入
し
た
形
で
明
治
中
期
か

ら
国
内
商
品
先
物
を
扱
う
市
場
が
蛎
殻

町
を
中
心
に
成
立
し
た
。
そ
れ
以
後
の

変
遷
は
こ
こ
で
は
省
略
し
て
、
去
年
現

在
で
は
㈱
東
京
工
業
品
取
引
所
（
略
称

「
東
工
取
」、
日
本
橋
堀
留
町
１
―
10
―

７
）と
、㈱
東
京
穀
物
商
品
取
引
所（
略

称
「
東
穀
取
」、
蛎
殻
町
１
―
12
―
５
）

の
二
箇
所
が
あ
っ
た
。

　
「
東
工
取
」
の
市
場
開
場
日
は
デ
ィ

リ
ー
開
場
、
ウ
ィ
ク
リ
ー
開
場
（
曜
日

ご
と
に
開
場
す
る
も
の
）、マ
ン
ス
リ
ー

（
４
週
ご
と
に
開
場
）。「
東
穀
取
」も
工

業
製
品
と
は
異
な
る
形
で
、
独
自
の
農

産
物
市
場
が
開
場
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
昨
10
年
12
月
10
日
の
「
日

本
経
済
新
聞
」
は
〔
東
穀
取
「
解
体
」

苦
渋
の
決
断
」・
東
工
取
に
市
場
移
管
〕

と
い
う
見
出
し
の
記
事
で
、
明
治
７
年

か
ら
始
ま
っ
た
中
外
商
行
会
社
（
明
治

41
年
に
東
京
米
穀
商
品
取
引
所
と
改
組

＝
東
穀
取
の
前
身
）
の
業
務
が
平
成
23

年
１
月
４
日
に
東
工
取
と
「
シ
ス
テ
ム

統
合
」
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
東
工
取

に
移
管
さ
れ
る
事
を
報
じ
、
予
定
通
り

今
年
の
年
頭
に
そ
れ
が
実
現
し
た
。

　

こ
の
商
品
市
場
の
統
合
に
つ
い
て
の

一
連
の
報
道
の
締
め
く
く
り
は
「
農
産

物
市
場
を
統
合
し
た
東
工
取
は
豊
富
な

品
揃
え
を
強
み
に
海
外
の
投
資
マ
ネ
ー

の
獲
得
を
目
指
す
」
も
の
だ
と
あ
る
。

　

東
穀
取
の
統
合
理
由
は
「
人
件
費
や

シ
ス
テ
ム
運
営
費
な
ど
を
圧
縮
し
赤
字

脱
却
を
急
ぐ
」
必
要
に
よ
る
措
置
だ
と

さ
れ
る
。
こ
の
市
場
が
い
わ
ゆ
る
市
場

取
引
そ
の
も
の
で
は
な
く
《
そ
の
取
引

の
場
所
》
自
体
の
運
営
の
あ
り
方
が
原

因
で
、
連
続
赤
字
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る

一
つ
の
結
末
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
市
場
数
の
減
少
は
第
二
の
開
国

だ
と
も
言
わ
れ
る
T
P
P
（
環
太
平
洋

経
済
連
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
携
協
定
）が
話
題
と
な
り
、

国
内
的
に
は
そ
の
政
治
日
程
ま
で
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
中
で
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
東
穀
取
を
始

め
と
す
る
商
品
先
物
市
場
の
足
取
り
は

冷
静
に
観
察
す
る
に
値
す
る
現
象
と
考

え
る
し
、
第
二
の
開
国
の
是
非
は
慎
重

に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

◇
生
鮮
食
品
市
場
で
は

　

こ
れ
ま
で
に
再
三
、
中
央
卸
売
市
場

制
度
に
言
及
し
て
き
た
が
、
私
が
直
接

そ
の
動
態
を
観
察
し
た
時
期
（
昭
和
35

～
43
年
）
当
時
は
、
東
京
都
内
の
場
合

は
「
市
場
内
流
通
」
が
公
称
90
％
、
現

在
は
「
市
場
外
流
通
」
が
62
％
、
つ
ま

り
見
方
に
よ
っ
て
は
現
在
の
生
鮮
食
品

の
全
流
通
の
中
で
「
市
場
外
流
通
」
が

約
40
年
前
の
割
合
と
比
較
す
る
と
約
６

倍
以
上
も
増
え
て
い
る
勘
定
に
な
り
、

「
市
場
内
流
通
」
の
低
落
ぶ
り
は
割
合
・

実
量
と
も
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
商
品
そ
の
も
の
の
《
荷に

姿す
が
た》

の
変
化
、
そ
の
輸
送
方
法
の
変
化
、

加
え
て
一
種
の
規
制
手
段
と
し
て
の
流

通
方
式
の
変
化
と
平
行
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
流
通
革
命
」
に
よ
る
量
販
店
の
急

激
な
増
加
に
よ
っ
て
、
当
初
の
「
市
場

法
」
の
原
則
だ
っ
た
セ
リ
に
よ
る
値
決

め
体
制
が
、
か
つ
て
は
「
悪
の
権
化
」

と
い
わ
れ
た
相
対
取
引
に
移
行
（
本
来

の
市
場
原
理
か
ら
す
れ
ば《
一
物
多
価
》

の
相
対
取
引
に
戻
っ
た
）
こ
と
か
ら
、

現
在
の
統
制
的
市
場
法
の「
制
度
疲
労
」

が
表
面
化
す
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

再
び
数
値
的
に
見
る
と
全
国
の
中
央

卸
売
市
場
の
取
引
額
は
16
年
前
の

1
9
9
4
年
度
に
比
べ
08
年
度
４
兆
４

千
億
と
３
割
も
減
少
し
て
い
る
し
、
東

京
都
の
場
合
は
都
設
の
卸
売
市
場
内
の

仲
卸
業
者
の
場
合
で
は
そ
の
４
割
が
債

務
超
過
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仲
卸
業
者
は
前

項
の
東
穀
取
と
同
じ
歩
み
を
た
ど
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
も
前
（
1
2
4
号
・
平
成
18
年

２
月
刊
）
に
書
い
た
こ
と
だ
が
、
大
正

13
年
４
月
に
公
布
さ
れ
た
「
中
央
卸
売

市
場
法
」
で
は
、
荷
受
人
（
卸
）
と
仲

卸
（
仲
買
）
は
「
公
明
正
大
」
な
セ
リ

取
引
、
そ
れ
を
受
け
た
仲
卸
は
江
戸
以

来
の
相
対
取
引
で
小
売
業
者
に「
臨
む
」

と
い
う
、《
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
》
を
固
め

て
い
た
仲
卸
業
者
の
４
割
が
赤
字
だ
と
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い
う
衝
撃
的
な
数
字
は
、
40
年
前
の
実

態
を
垣
間
見
た
体
験
か
ら
す
る
と
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
驚
き
に
耐
え
な
い
。

　

東
京
都
は
施
設
の
老
朽
化
著
し
い
築

地
市
場
を
豊
洲
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
を

決
定
し
た
が
、「
日
本
経
済
新
聞
」
は
そ

の
社
説（
2
0
1
0
年
11
月
22
日
付
け
）

〔
卸
売
市
場
の
改
革
な
け
れ
ば
豊
洲
も

「
箱
物
」
に
〕
と
題
し
て
そ
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
「
制
度
疲
労
」
に
お
ち

い
っ
た
制
度
の
状
況
を
改
善
し
な
け
れ

ば
、「
総
額
４
千
億
円
以
上
を
か
け
る
新

市
場
は
箱
物
行
政
と
な
る
」
と
警
告
し

た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
具
体
的
な
指

摘
・
提
案
を
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
最
低
、
市
場
外
流
通
の
比
率

の
増
大
に
応
じ
た
運
営
（
卸
売
市
場
に

参
加
す
る
卸
や
仲
卸
数
の
過
剰
化
へ
の

対
策
）、生
鮮
食
品
の
小
売
価
格
中
の
流

通
経
費
（
水
産
物
が
75
％
、
青
果
物
は

58
％
）
の
改
善
を
は
じ
め
、
電
子
商
取

引
・
保
冷
施
設
な
ど
は
そ
の
規
模
と
内

容
は
必
要
最
小
限
に
絞
る
こ
と
。
設
備

負
担
が
膨
ら
ん
で
施
設
使
用
料
の
引
き

上
げ
を
防
ぐ
こ
と
。
セ
リ
取
引
商
品
を

卸
売
市
場
内
に
持
ち
込
む
原
則
な
ど
の

規
制
を
撤
廃
す
る
こ
と
。
開
設
者
は
都

道
府
県
な
ど
の
自
治
体
に
限
定
し
て
い

る
の
を
中
央
市
場
も
民
営
化
を
前
提
に

改
革
す
べ
き
だ
等
々
。
こ
れ
ら
の
指
摘

事
項
を
見
る
と
、
大
正
時
代
の
卸
売
市

場
制
度
の
発
足
当
時
に
さ
ん
ざ
ん
当
局

か
ら
批
難
さ
れ
た
旧
来
の
取
引
法
に
戻

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
強
い
。

　

こ
こ
で
も
思
い
出
さ
れ
る
の
は
平
成

３
年
に
神
田
青
果
市
場
が
今
の
大
田
市

場
に
移
転
す
る
と
き
、
移
転
を
急
ぐ
当

局
は
、
市
場
建
物
本
体
と
そ
の
施
設
の

設
置
の
あ
り
よ
う
を
荷
受
・
仲
卸
・
買

出
人
三
者
の
代
表
者
と
の
間
で
、〔
い
ち

ば
機
能
〕
の
合
理
的
検
討
で
は
な
く
新

市
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
分
捕
り
合
戦
の
形

に
し
て
移
転
が
実
施
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
い
わ
ば
「
箱
物
」
と
し
て
の

ス
ペ
ー
ス
内
に
お
け
る
新
分
野
の
分
捕

り
合
戦
に
終
始
さ
せ
た
こ
と
が
移
転
作

業
の
実
態
に
な
っ
た
。
市
場
規
模
の
増

大
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
ス
ペ
ー
ス
の
大

判
振
る
舞
い
に
《
書
き
換
え
ら
れ
た
》

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
市
場
が
自
由
な
取
引
の
場
で

あ
る
原
則
？
は
さ
て
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
態
の
勢
力
地
図
を
出
現
さ
せ
た
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
約
20
年

後
た
っ
た
現
在
で
も
新
聞
「
社
説
」
で

は
、
下
手
を
す
る
と
そ
の
轍
を
踏
み
か

ね
な
い
〔
豊
洲
も
「
箱
物
」（
運
営
）
に
〕

と
い
う
心
配
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
は
約
88
年
間
（
大
正
13
年

＝
1
9
2
3
年
以
降
）
に
《
日
本
の
公

設
市
場
の
市
場
原
理
》
は
一
回
転
し
た

と
も
見
な
せ
る
。
近
代
都
市
化
を
促
進

す
る
手
段
と
し
て
、「
民
営
市
場
を
公
設

市
場
に
「
収
容
」
し
て
か
ら
88
年
」
と

い
い
直
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
《
規

制
的
市
場
法
》
の
市
場
原
理
は
現
在
の

民
間
の
新
聞
の
社
説
で
は
手
厳
し
く
否

定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
来
の
市
場
原
理
と
い

う
も
の
は
戦
争
・
戦
災
・
占
領
・
社
会

変
動
・
国
家
の
経
済
力
の
ラ
ン
ク
付
け

の
変
化
な
ど
の
外
的
条
件
が
ど
れ
ほ
ど

激
変
し
て
も
、
案
外
に
変
わ
ら
な
い
。

い
や
ほ
と
ん
ど
不
変
だ
と
も
い
え
る

し
、
そ
の
あ
り
方
に
外
部
か
ら
力
が
加

え
ら
れ
て
一
時
は
変
形
し
た
と
し
て

も
、
凄
い
こ
と
に
強
靭
な
復
元
力
の
存

在
さ
え
持
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ

る
。

　

こ
れ
は
余
談
に
な
る
が
高
度
成
長
期

の
東
京
に
全
国
か
ら
の
人
口
が
集
中
し

た
時
期
に
、
40
万
人
を
収
容
す
る
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
計
画
さ
れ
、
長
年
月

を
掛
け
て
一
応
は
完
成
し
た
。
そ
の
最

後
の
仕
上
げ
は
そ
こ
に
都
設
の
青
果
物

の
中
央
卸
売
市
場
を
建
設
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
設
置
目
的
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世

帯
の
青
果
物
需
要
の
安
定
供
給
を
目
指

す
都
市
施
設
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た

が
、勤
労
者
世
帯
中
心
の
団
地
で
は「
高

い
品
物
」
に
は
「
値
」
が
付
か
ず
に
「
市

場
」
と
し
て
の
成
長
が
見
込
め
ず
低
調

の
ま
ま
推
移
し
た
。
言
い
方
を
替
え
れ

ば
「
市
場
」
は
モ
ノ
の
値
段
を
吊
り
上

げ
る
装
置
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
近
代

都
市
の
都
市
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
箱
物
」
と
し
て
の
市
場
の
姿
が
、
い
ま

で
も
現
代
都
市
遺
跡
と
し
て
の
風
景
を

見
せ
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
《
市
場
人
》
の
口
癖
で
あ

っ
た
《
市
場
は
市
民
の
台
所
》
の
と
お

り
、
公
設
市
場
は
消
費
者
に
と
っ
て
最

も
合
理
的
な
形
で
運
用
さ
れ
な
け
れ

ば
、
そ
の
存
在
の
理
由
が
な
く
な
る
こ

と
を
銘
記
す
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う

だ
。
そ
れ
が
現
代
の
市
場
原
理
の
根
源

か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
築
地
の
市
場
、
と
く

に
一
般
に
は
「
場
外
」
市
場
な
ど
が
も

て
は
や
さ
れ
た
が
、
中
央
区
の
代
表
的

な
都
市
施
設
の
一
つ
が
姿
を
消
す
こ
と

は
惜
し
ま
れ
る
。「
記
・
紀
」
の
表
現
で

は
な
い
が
築
地
は
《
古ふ
る

市い
ち

》　

と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
都
心
の
花
と
し
て
残
っ
て

も
よ
か
ろ
う
と
思
う
。 

（
鈴
木
理
生
）


